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放射線挙動解析コード PHITS を用いて、大強度化に向けて改修した大阪大学核物理研究センター（RCNP）

高エネルギー白色中性子照射場の体系を構築し、線量率分布等を解析した。また、実施設の複数地点におい

て実施した放射線測定の結果と PHITS の計算値を比較することで、PHITS 計算の妥当性について検証した。 
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1. 緒言 大阪大学 RCNP において、宇宙線由来の中性子による半導体ソフトエラー評価に利用できる高エネ

ルギー白色中性子照射場の大強度化を進めている。これまでに、PHITS を活用して、従来の 10 倍の強度（約

10𝜇𝜇A）を持つ 392MeV 陽子ビームに対応した中性子生成ターゲット、ビームダンプ、コリメータ等を設計・

導入した。本研究では、実施設で取得した測定値に基づき、PHITS 計算の妥当性を検証する。 

2. 手法 PHITS ver.3.34 において、CAD 図面をもとに施設の詳細計算体系を構築した。放射線輸送は、陽子

ビームのタングステンターゲットへの入射から開始し、PHITS のデフォルトである INCL 模型と JENDL-5 を

用いて計算した。測定では、高エネルギー中性子対応減速型線量率モニタ Wendi-2 とガンマ線にも有感な有

機シンチレータベースの DARWIN を用いて、中性子とガンマ線の線量率を複数地点で取得した。 

3. 結果・考察 図 1 に半導体照射位置における中性子フルエンス率の測定値[1]と PHITS の計算値を示す。

PHITS は広いエネルギー範囲にわたって測定値をよく再現した。図 2 は PHITS で計算した中性子線量率分布

を示す。ターゲット周辺および中性子ビーム軸以外の領域では、遮蔽により線量率が落ちていることが分か

る。半導体照射実験時の測定機器設置を想定して配置したコンクリートブロック後方での中性子およびガン

マ線の線量率は、PHITS の計算結果とそれぞれ 5%および 15%以内で一致した。また、その他の測定位置にお

いても、PHITS はおおよそファクター2 以内で実測値を再現することが分かった。 
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図 1 半導体照射位置における中性子フルエンス率 図 2 PHITS で計算した中性子線量率分布 
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